
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

第３号                                                                   2023 年６月 5日（月） 

 

                                        
加古川南高等学校 ２3 期生年次通信 

未来を作るみなさんへ 

主任 野田 文哉 

1 年次生は、まだそれほど活躍する場面はないかもしれませんが、各部活動では大会が始まり、先輩が懸命

に戦っている姿に声援を送っている人も多いのではないでしょうか。日々の練習の成果が発揮され、相手チー

ムに勝ったなら、どれほど嬉しいことでしょう。反対に負けたなら、どれほど悔しいことでしょう。勝っても負けても

全力で取り組むのが高校スポーツの良いところです。みなさんも先輩に倣い、部活動に励んでください。 

ところで、世界に目を向けると、勝った負けたと争ってはならないことがあります。そう、戦争です。昨年の２月

に始まったウクライナでの戦争は終息の気配もなく、多くの命が失われています。戦争を仕掛ける国に勝利は

ないはずです。他国の人々の多くの命を奪ったこと、自国の兵士の命を失ったことの、その先にいったいどんな

勝利があるというのでしょう。 

 みなさんは人の命を奪うための武器など、触れたこともないはずです。けれど、みなさんが口にする言葉は、時

として人を傷つけ、命を奪うことすらあるのです。同時に、みなさんの言葉は、人の助けとなり、誰かの命を救う

力があることも忘れないでいてください。 

23期生のみなさんが、互いを思いあう心に満ち、いつも隣にいる人や、世界の人々の幸せを願える人であっ

てほしいと願います。 

先日行われたＧ７広島サミットの際、各国の首脳が訪れた平和記念資料館には数々の被災した遺品が収め

られています。その遺品を撮影した「ひろしま」（石内都 作）という写真集があります。この写真集は、昭和 20

年 8 月 6 日、広島で亡くなられた少女たちが、その日着ていた衣装を写したものです。平和記念資料館に保

管されている遺品の一部が自然光の下で撮影されています。それらの服は 60 年の時を超え、被爆者の衣装

から、鮮やかな少女の衣装へと蘇っています。あの出来事の前、彼女たちは美しい衣装を纏い、「生きていた」

その姿も蘇ります。彼女たちは不幸な犠牲者に違いありません。けれど、その直前までは、母に作ってもらった美

しい衣装を纏い、幸せな気持ちでいたはずなのです。私たちは、その幸せに思いを至らすべきなのです。 

 ではなぜ、彼女たちが戦時中にも関わらず、綺麗なワンピースやブラウスを身に付けていたと思いますか？ 

 それは、美しい衣装を着る喜びを忘れていなかったからです。彼女たちは誰の目に触れることもない自慢

の衣装をモンペの下に着込み、そして、原爆の炎に包まれました。 

 世界はこの先、どこに向かうのでしょう。ウクライナに平和が戻るのはいつでしょうか？どこかで新たな戦争

が始まるのでしょうか？  

 今、きっと私たちの国は平和です。子どもたちは色とりどりの衣装を身に纏い駆け回っています。平和は奪う

ことからではなく、分け与え合うことから生まれるはずです。みなさんの日々が、そばにいる人を思いやれる日々

であるよう願っています。 
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1 年１組  

中学生の時は部活に力を入れて真面目に勉強しなかったので高校生になってからは心を入れ替えテスト

に挑みました。でも教科によって点数にバラつきがあったので自分の満足のいく結果は出せませんでした。期

末テストでは体調管理と得意な教科を更に伸ばし、苦手科目の復習もがんばります。 

1 年２組  

 僕は４月のテストで自分が思っているよりもよい成績だったので、この順位を維持できるようにするという

目標を立ててテスト勉強に取り組みました。何事も目標を立てることも大切ですが、できなかった所をできる

ようにすることが一番大切だと思います。僕は今回、苦手な科目の得点が良くなかったので、反省点を活かし

て期末考査でいい点を取れるように頑張ろうと思います。 

1 年３組  

まずは、みなさん中間テストお疲れさまでした！中学生の時は、長くても 3日間のテスト期間でしたが、高校

生になると 5 日間もあって、とても不安で緊張していましたが、なんとか乗り越えることができました。一安心

です。 ですが、「やっと中間テスト終わった」「あー、疲れた」と言っている間に、6 月の後半から期末テストが

始まります…。疲れが溜まっていると思いますが、中間テストの反省を活かしてみんなで頑張りましょう！ 

1 年４組  

高校生になって初めてのテストでどのように出題されるか分からなかったので、ひと通り勉強をしました。

今回のテストでだいたいの出題形式が分かったのでこれからは効率よく勉強して高い点数をとりたいです。

ワークがある教科はテスト前日にするのではなく毎日コツコツしてテスト前日には 2 周、3 周ぐらいして完璧

にしたいです。どの教科も偏りなく勉強し、全部同じくらいの点数をとりたいです。 

1 年５組  

私の高校生になって初めての中間考査は自分でも満足のいく結果となりました。以前よりも勉強時間を増

やし、勉強方法も工夫することによって得られた結果だと思います。私は幸運なことに勉強がどちらかといえ

ば好きな方なので、思いの外楽しく勉強することができました。ただ私自身せっかちなところもあるので、問題

の見落としなどがあり、凡ミスが目立ってしまったので次からは気をつけるようにしたいと思います。 

1 年６組  

今回の考査で頑張れたことは、メリハリをつけてテスト勉強をすることです。私は 25 分勉強して 5 分休憩

をとる方法で勉強をしていました。反省点は、計画を立てて課題ができなかったことです。反省点を改善する

ことで次からの考査をより良いものにできると思うので、毎考査ごとに反省点を見つけ、常に改善するように

努めていきたいです。 


